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鰹
瓢
で
な
う

家
電
リ
サ
イ
ク
几
の
現
場
を
追
う

　

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ

ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
の
家
電
四
品
目

を
廃
棄
す
る
場
合
、
料
金
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
廃

棄
す
る
家
電
を
メ
ー
カ
ー
の
指
定
す
る

引
き
取
り
場
所
ま
で
運
び
込
む
必
要
が

あ
る
た
め
、
消
費
者
が
そ
こ
へ
直
接
持

ち
込
む
以
外
は
、
そ
の
た
め
の
収
集
運

搬
料
金
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
は
別
に

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
指
定
引
き

取
り
場
所
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
当
市
で
廃
棄
さ
れ
た
家

電
に
つ
い
て
は
、
福
井
市
に
二
ヵ
所
あ

る
指
定
引
き
取
り
場
所
の
い
ず
れ
か
に

運
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
収
集
運
搬
料
金
は
、
収
集
す
る

場
所
や
引
き
取
る
家
電
の
大
き
さ
な
ど

で
異
な
る
た
め
、
小
売
店
や
引
き
取
り

業
者
な
ど
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
な
ど

を
支
払
い
引
き
取
ら
れ
た
家
電
四
品
目

は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ

を
紹
介
し
ま
す
。

家電リサイクルにかかる料金

リサイクル料金（税別）〕

テレビ 2，700円

エアコン 3，500円

冷蔵庫 4，600円

洗濯機 2，400円］

排出先から指定引き取り

先素7yの収集運搬料金

（昌ご仁ぶ）



家庭からテレビ●エアコン・冷蔵庫・洗濯機を廃棄する場合

手
続
き
は
リ
サ
イ
ク
几
券
が
ら

　

消
費
者
が
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
と
な
る
家
電
を
廃
棄
す
る
場
合
、

ま
ず
小
売
店
や
郵
便
局
な
ど
で
「
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券
」
を
購
入
し
ま
す
。

　

こ
の
券
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
受
領
書
と
な
る
ほ
か
、
家
電
が
確
実

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
こ
と
を
管
理
す

る
管
理
票
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

管
理
票
は
小
売
店
や
メ
ー
カ
ー
で
I
二

年
間
保
存
さ
れ
る
た
め
、
自
分
が
廃
棄

し
た
家
電
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
続

き
を
終
え
た
家
電
は
、
福
井
市
内
の
メ

ー
カ
ー
指
定
引
き
取
し
ソ
場
所
に
集
め
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
と

運
ば
れ
ま
す
。

指定引き取り場所で、品目

別に仕分けされる廃家電品

（家電リサイクル券の見本）大野市くらしの

アドパイザー

長谷川佳子さん

大
量
消
費
を
見
直
す
時
代

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
始
ま
っ
て
消

費
者
・
小
売
店
・
家
電
製
造
メ
ー
カ
i

の
三
者
が
協
力
し
て
資
源
循
環
型
の
社

会
へ
向
け
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
と
い
う
使
い
捨
て
型
の
社
会
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
は
、
そ
の
よ
う
な
し
く
み
を

見
直
す
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
間
も
ほ
か

の
生
き
物
も
同
じ
地
球
に
暮
ら
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
私
た
ち
が
環
境

の
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
よ
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
ち
ょ
っ
と
壊
れ
た
か
ら
’

と
す
ぐ
に
捨
て
て
し
ま
わ
ず
に
、
直
せ
る

も
の
は
直
し
て
使
う
よ
う
に
し
た
い
で
す

ね
。
長
く
傅
兄
る
も
の
を
大
切
に
使
う
と

い
う
こ
と
が
I
番
だ
と
思
い
ま
す
よ
。



特集：家電リサイクル

トラックいっぱいに運ばれて来た家電

家電リサイクル券のバーコードで

運ばれてきた家電を管理

コンテナから下ろされて、リサイクルへの作業がスタート！

人の手で一台ずつ分解されるテレビや洗濯機

エアコンや冷蔵庫などのフロンガスもボンベに回収

　

名古屋市にある

　

リサイクル工場の

石崎紀さん

リ
サ
イ
ク
ル
は
人
の
手
が
頼
り

　

家
電
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
に
一

番
大
変
な
の
が
、
手
作
業
の
多
さ
で
す
。

新
し
い
も
の
を
作
る
場
合
は
、
形
や
大

き
さ
が
同
じ
な
の
で
機
械
を
使
つ
で
で

き
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
集
ま
つ
で

く
る
も
の
は
形
も
大
き
さ
も
パ
ラ
パ

ラ
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
人
の
手
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

確
か
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
手
間
も

お
金
も
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
ご
み

の
埋
め
立
て
場
所
が
無
く
な
り
つ
つ
あ

る
問
題
や
、
地
球
の
資
源
が
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
に
は
必
要
な
こ
と

な
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

私
た
ち
の
エ
場
で
の
家
電
四
品
目
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
現
在
約
七
十
％
。
今

後
、
こ
の
数
字
が
も
っ
と
よ
く
な
る
よ

う
更
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。



手作業で部品ごとに分けられた家電

テレビのブラウン管などガラス類 電源コードや配線など テレビのケースなどプラスチック

洗濯機などのモーター類 洗濯槽など鉄類 洗濯機のホースなどビニール類

　

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
は
、
手
作
業
や
破
砕
機
な

ど
で
家
電
を
分
解
し
、
使
え
る
材
料
を
再
利
用
で
き
る

形
に
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
部
品
や
材
料
な
ど

に
細
か
く
分
け
ら
れ
た
家
電
は
、
次
の
工
場
へ
出
荷
さ

れ
、
部
品
や
原
材
料
、
燃
料
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
使
わ

な
く
な
っ
た
家
電
を
、
再
び
再
商
品
化
す
る
こ
と
が
メ

ー
カ
ー
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

部品などをはずし終えた家電は、細かくするため大型の破砕機へ投入されます

リサイクルできるよう

破砕機で細かくされた家電

破砕機で細かく

されたものは

「鉄」「プラスチ

ック」「アルミ

などの非鉄類」

へと分別され次

の工場へ



特集：家電リサイクル

心
気
唇
j
’
勃
石
款
翻
に
ｕ

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
山
林
や
河
川
敷
な
ど
人

目
に
つ
き
に
く
い
場
所
へ
の
粗
大
ご
み

な
ど
の
不
法
投
棄
が
お
こ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
、
全
国
的
に
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
i
ル
を
行

う
ほ
か
、
県
で
は
土
日
や
祝
祭
日
、
夜

間
に
パ
ト
ロ
i
ル
を
行
う
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
市
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

郵
便
局
と
協
定
を
締
結

　

市
内
郵
便
局
と
市
で
は
「
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
や
道
路
な
ど
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
」
五
月
十
一
日
に
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
郵
便
局
の
職
員
が
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
や
、
道
路
の
交
通
障

害
、
河
川
の
異
常
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
に
市
に
連
絡
を
入
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
お
互
い
が
連
携
し
て

速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
結
ん
だ
も
の
で
す
。

地
域
を
貝
回
る
環
境
監
視
員

大
野
地
区
か
ら
三
人
、
五
箇
地
区
か

ら
一
人
、
そ
の
他
の
六
地
区
か
ら
I
－
人

ず
つ
の
計
十
六
人
を
、
地
域
の
環
境
監

視
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
環
境
美
化
な
ど
に
深
い
関

心
の
あ
る
人
を
環
境
監
視
員
と
し
て
委

嘱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
法
投
棄
な
ど

を
未
然
に
防
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

監
視
員
の
活
動
期
間
は
一
年
間
で
、

研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
法
律
の
知
識
や

心
構
え
な
ど
を
学
習
し
、
地
域
を
定
期

的
に
見
回
る
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
家
電
な
ど
粗
大
ご
み
の

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
だ
け
で
は
な

く
、
監
視
員
を
通
じ
て
、
地
域
や
地
区

内
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
の
保

全
に
関
す
る
意
識
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
ず
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
ら

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
導
入
に
よ
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
、
消
費
者
が
直
接

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
－
人

ひ
と
り
が
地
球
環
境
の
保
全
を
意
識
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
つ
く
る
一
員

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
、
一

番
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
も
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

大野郵便局局長

久世進さん

協定書を交わす局長と市長

環
境
の
保
全
に
私
た
ち
も
一
役

　

市
内
九
ヵ
所
の
郵
便
局
で
は
、
地
球

環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
大
野
市

と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

職
員
た
ち
は
毎
日
、
郵
便
配
達
な
ど

の
業
務
で
市
内
各
地
を
く
ま
な
く
ま
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
人
目
に
つ
き
に
く
い

場
所
な
ど
も
通
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

粗
大
ご
み
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
な
い

か
を
監
視
す
る
役
割
に
は
、
ぴ
っ
た
り

だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
特
に
注
意
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
山
あ
い
の
場
所
や
村
と

村
と
の
間
な
ど
、
住
ん
で
い
る
人
が
少

な
い
地
域
で
す
。
人
が
見
て
い
な
い
か

ら
と
、
不
法
投
棄
を
行
う
人
が
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
使
用
済
み
年
賀
は
が

き
な
ど
を
回
収
し
、
古
紙
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
役
立
て
る
な
ど
の
環
境
保
全
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
、
ま
た
違
っ
た
形
で
環
境

保
全
な
ど
に
対
し
て
貢
献
で
き
る
の

は
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
便
利

に
な
る
た
め
に
使
っ
た
も
の
を
、
自
分

た
ち
で
責
任
を
持
っ
て
廃
棄
す
る
の
は

当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
家
電
な

ど
に
限
ら
ず
、
ご
み
の
無
い
き
れ
い
な

地
域
を
つ
く
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

あ
る
意
味
で
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
よ
り
、
社
会
の
し
く
み
が
一
歩
前

進
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

制
度
が
う
ま
く
定
着
す
る
よ
う
、
私
た

ち
も
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
。



地
7
水
の
朧
測
な
ど

　
　
　
　
　

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

大
野
市
地
下
水
保
全
活
動

　
　
　
　
　
　

助
成
要
綱
を
制
定

　

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
地
下
水

の
保
全
を
促
進
す
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
野
市
地
下
水
保
全

基
金
を
原
資
と
し
て
行
う
も
の
で

す
。
助
成
額
は
活
動
費
用
の
半
分

で
、
年
間
五
十
万
円
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
市
民
ま
た
は
市
民
で

組
織
す
る
団
体
や
市
の
地
下
水
保

全
条
例
で
定
め
ら
れ
た
地
域
内
に

あ
る
事
業
所
な
ど
で
す
。

　

助
成
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

活
動
内
容
と
し
て
は
、

・
地
下
水
位
観
測
や
河
川
水
の
水

　

質
検
査
、
揚
水
量
の
計
測

・
地
下
水
の
か
ん
養
や
河
川
の
浄

　

化
に
関
す
る
調
査
研
究
費
用

・
地
下
水
や
表
流
水
の
保
全
に
関

　

す
る
講
演
会
や
説
明
会
の
費
用

・
地
下
水
や
表
流
水
の
保
全
に
関

　

す
る
広
報
紙
な
ど
の
作
成
費
用

・
市
内
で
行
わ
れ
る
啓
発
活
動
な

　

と
に
か
か
る
費
用

・
地
下
水
や
表
流
水
の
保
全
を
目

　

的
と
し
た
団
体
の
活
動
費
用

・
地
下
水
の
合
理
的
利
用
や
節
水

　

の
た
め
の
施
設
整
備

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請

書
と
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

市
役
所
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
土

住
宅
m
太
陽
光
発
電
設
備
の

　

設
置
に
補
助
を
行
い
ま
1
4
1

　

市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
や
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
推
進
を
目
的
に
、
一
件
あ
た
リ

八
十
万
円
を
上
限
と
し
て
、
住
宅

用
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

補
助
を
行
い
ま
す
。
補
助
の
対
象

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）

エキサイティング

スポーツ

情X報

会
長
杯
少
年
野
球
大
会
「

市
軟
式
野
球
連
盟

日
時
6
月
9
日
出
T
1
0
り
⑩
午

　

前
8
時
～

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
料
I
チ
ー
ム
8
0
0
0

　

円
参
加
資
格
平
成
1
3
年
度
県
野
球

　

連
盟
登
録
チ
ー
ム

そ
の
他
6
月
4
貝
貫
午
後
7
時

　

3
0
分
か
ら
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で

　

代
表
者
会
議
が
行
わ
れ
ま
す

申
込
締
切
日
6
月
4
り
貫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

軟
式
野
球
連
盟
事
務
局
米
沢

　

秀
夫
さ
ん
（
酋
6
5
・
7
4
5
4
）

市
総
体
夏
季
大
会
開
催

　
　
　
　

大
野
市
体
育
協
会

　

第
佃
回
市
民
総
合
体
育
大
会
夏

季
大
会
が
6
月
1
0
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
代
表
選
手
に
力
強
い
声
援

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
6
月
m
ぼ
⑤

　

午
前
9
時
▼
小
山
小
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
6
月
1
0
R
⑥
午

　

前
8
時
3
0
分
▼
市
民
ク
ラ
ウ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
6
月
1
0
日
⑩
午

　

前
8
時
3
0
分
▼
エ
キ
サ
イ
ト
広

　

場
卓
球
6
月
m
ぼ
⑥
午
前
8
時
3
0

　

分
▼
陽
明
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
6
月
1
0
R
⑥
午

　

前
8
時
3
0
分
▼
有
終
西
小
学
校

相
撲
6
月
1
0
貝
回
午
前
9
時
▼

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
6
月
m
ぼ
⑤

　

午
前
9
時
▼
勤
労
青
少
年
ホ
ー

　

ム
体
育
館

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
6
月
1
0
R
⑥
午

　

前
8
時
▼
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

場
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
6
月
1
0
R
⑨

　

午
前
1
0
時
▼
真
名
川
憩
い
の
島

ゴ
ル
フ
6
月
1
7
R
⑥
午
前
8
時

　

▼
越
前
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

陸
上
6
月
勉
胃
面
午
前
9
時
▼

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
一

市
身
体
障
害
者
連
合
会

　

市
内
の
障
害
者
や
福
祉
施
設
利

用
者
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交

流
を
深
め
る
大
野
市
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
8
R
⑥
午
前
1
0
時
3
0

　

分
～

会
場
有
終
会
館

対
象
在
宅
の
障
害
者

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
2
）

水
泳
教
室

－
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
初
級
児
童
水
泳
教
室

　

日
時
7
月
1
g
点
）
～
9
月
2

　
　

日
⑧
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

　
　

午
前
9
時
3
0
分
～
‥
日
時
3
0
分

　

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生

　

定
員
3
0
人
（
先
着
）

　

参
加
料
4
5
0
円
（
保
険
料
）

●
中
級
児
童
水
泳
教
室

　

日
時
ワ
月
4
り
困
～
8
月
2
9

　
　

R
⑧
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
・

　
　

9
月
2
旦
）
午
後
7
時
3
0

　
　

分
～
9
時

　

対
象
少
し
泳
げ
る
小
学
生

　

定
員
2
0
人
（
先
着
）

　

参
加
料
4
5
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日
6
月
罰
百
吊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4

　

1
3
1
1
）
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浜俗

健康チェックの結果から③

間食の習慣がある人の割合

糖
分
の
取
り
す
ぎ
な
ど
に
注
意

　

平
成
十
二
年
度
に
、
約
二
四
〇
〇
人
を
対
象
に
行
つ
た
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
か
ら
、
当
市
の
生
活
習
慣
の
傾
向
を
シ
リ
i

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
－
二
回
目
は
糖
分
の
取
り
方
な
ど
に

つ
い
て
で
す
。

　

グ
ラ
フ
を
見
る
と
間
食
の
習
慣

が
あ
る
人
は
、
全
体
で
五
一
・
八

％
、
全
国
平
均
の
四
八
・
五
％
と

比
ぺ
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
四
十
歳
代
で
は
五
二
・
五
％

と
、
全
国
平
均
に
比
ぺ
非
常
に
多

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
「
甘

い
お
菓
子
を
毎
日
食
ぺ
る
」
と
い

う
人
が
男
性
で
一
九
二
二
％
、
女

性
で
は
三
五
・
七
％
も
い
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
「
砂
糖
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ジ

ュ
ー
ス
・
炭
酸
飲
料
水
を
毎
日
飲

む
」
と
い
う
人
は
、
男
性
で
五

－
T
－
ニ
％
、
女
性
で
は
I
－
八
△

％
で
、
特
に
四
十
歳
代
の
男
性
で

は
五
七
・
二
％
か
ら
「
毎
日
飲
む
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
糖
分
の
取

り
す
ぎ
が
懸
念
さ
れ
、
特
に
四
十

歳
代
の
男
性
で
I
二
九
％
が
「
太
り

す
ぎ
・
太
リ
ぎ
み
」
と
肥
満
度
の

判
定
を
さ
れ
た
こ
と
も
間
食
の
習

慣
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

成
人
の
一
日
の
糖
分
摂
取
量
は

三
十
″
。
。
ま
で
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

間
食
の
取
り
過
ぎ
や
糖
分
の
取
り

過
ぎ
は
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
糖

尿
病
や
高
脂
血
症
、
高
血
圧
や
肥

満
、
動
脈
硬
化
な
ど
に
関
連
が
あ

り
、
長
期
間
の
糖
分
の
取
り
過
ぎ

な
ど
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
つ
な

が
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
に
な
っ
て
か
ら
気
を
つ
け

る
よ
り
も
、
普
段
か
ら
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
分
の
生
活
習
慣
を
も

う
一
度
見
直
し
、
下
記
の
表
な
ど

を
参
考
に
、
一
日
の
糖
分
量
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

糖分含有量の目安

品名 分量 糖分量

ショートケーキ 100g 299
どら焼き 70g 25g

ドーナツ 1個 199
果汁入りジュース 1缶250ml 309
透明炭酸飲料水 1缶250m1 259
缶コーヒー 1缶250ml 209
コーヒー牛乳 200cc 159
乳酸飲料 1びん65ml 12q

ちよつと気になる栄養の話

　

気温が高くなり暑い日が多くなると、食中毒が気になり

だします。今回は食中毒の患者数が最も多い、黄色ブドウ

球菌について紹介します。

　

黄色ブドウ球菌は、人の鼻やのと、皮膚などに付着して

いる菌で、傷やおでき、二牛ビなどの化のうした部分に特

に多く付着しています。食中毒は、この黄色ブドウ球菌が

増殖する際に作る毒素によって起こります。食後30分～

6時間と短時間で発症し、激しい嘔吐（おうと）や腹痛、

下痢、一過性の発熱などの症状が見られます。

　

この菌による食中毒を予防するには、こまめに手を洗う

ことが大切です。また、菌の毒素には加熱しても壊れない

という特徴があるため、手に傷などがある場合は、調理を

避けるか、調理用の手袋を使うなどの工夫をしましょう。

ほかにも手あれなど、菌の温床となりやすい状態を避ける

ため、炊事の後にクリームなどを塗り手あれを予防するこ

とも効果的です。

　

食中毒は、乳幼児や子ども、高齢者など免疫力や抵抗力

が弱い場合、重症になりやすいので十分に注意が必要です。

　

日ごろから菌を意識してしっかりと衛生対策を行い、食

中毒の発生を防ぎましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（a65・7333）



暮
ら
し
の

ア
畔
お
守
ス

省エネラペリニノづ制度

　

省
エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
（
平
成
十
二
年
八
月
告
示
）

は
、
家
電
製
品
が
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
を
達
成
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
ラ
ベ
ル
に
表
示
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

ラ
ベ
ル
を
見
る
こ
と
で
省
エ
ネ
性
能
が
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク

で
き
、
製
品
を
選
ぶ
と
き
の
比
較
に
役
立
ち
ま
す
。

対
象
は
五
つ
の
家
電
製
品

　

こ
の
制
度
で
は
、
エ
ア
コ
ン
ー

テ
レ
ビ
・
照
明
器
具
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
の
五
つ
を
対
象
家
電
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
消
費
電
力
量
は
、
一

般
家
庭
全
体
で
消
費
す
る
電
力
の

約
六
十
六
％
を
占
め
る
と
言
わ

れ
、
い
ず
れ
も
省
エ
ネ
法
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す

る
法
律
）
に
基
づ
く
特
定
機
器
に

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

省
エ
ネ
ラ
ペ
ル
の
見
か
た

①
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク

　

省
エ
ネ
ラ
ペ
ル
の
目
印
は
丸

い
マ
ー
ク
で
す
。
通
常
は
だ
い

だ
い
色
の
マ
ー
ク
で
す
が
省
エ

ネ
性
能
の
優
れ
た
も
の
は
、
緑

色
の
マ
ー
ク
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
緑
色
マ
ー
ク

の
製
品
が
よ
り
省
エ
ネ
効
果
が

高
い
と
い
う
こ
と
に
な
‐
ソ
ま
す
。

2
省
エ
ネ
基
準
達
成
率

　

マ
ー
ク
の
付
い
た
製
品
が
ど

の
ぐ
ら
い
省
エ
ネ
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
か
を
パ
ー
セ
ン
ト

で
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
数

字
が
大
き
い
ほ
ど
省
エ
ネ
効
果

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

　

年
間
に
、
ど
れ
だ
け
電
力
を

使
う
か
を
示
す
数
値
で
す
。

④
目
標
年
度

　

製
品
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
、

省
エ
ネ
基
準
を
達
成
す
る
目
標

時
期
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
効
果
の
高
い
製
品
を
選

ぶ
こ
と
は
、
光
熱
費
の
節
約
だ
け

で
は
な
く
地
球
環
境
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ラ
ペ
ル
を

見
比
ぺ
、
賢
く
家
電
製
品
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
省
エ
ネ

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
は
物
を
詰
め

　

込
み
す
ぎ
る
と
、
冷
気
の
流
れ

　

が
悪
く
な
り
余
分
な
電
力
を
消

　

費
し
て
し
ま
い
ま
す
。
詰
め
込

　

み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
掃
除
機
は
集
じ
ん
袋
を
手
人
れ

　

す
る
と
、
本
来
の
吸
引
力
を
保

　

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ま
め

　

に
手
人
れ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

　

率
よ
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
気
製
品
な
ど
を
長
時

間
使
用
し
な
い
場
合
、
主
電
源
を

切
り
待
機
電
力
を
消
費
さ
せ
な
い

エ
夫
な
ど
も
効
果
的
で
す
。
省
工

ネ
を
実
践
す
る
に
は
、
効
果
の
高

い
製
品
を
使
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
ま
ず
「
無
駄
な
生
活
を
省
こ

う
」
と
い
う
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

お
詫
び
と
訂
正

　

三
月
－
二
十
日
付
け
で
配
布
し
た

「
く
ら
し
の
た
よ
リ
（
大
野
市
消

費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発

行
）
」
の
文
中
で
、
冷
房
と
暖
房

の
温
度
が
反
対
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

正
し
く
は
冷
房
中
の
室
温
は
二

八
度
、
暖
房
中
の
室
温
は
二
〇
度

が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ豊66・1111内線464 0寸吟7iF
生活環境？1り
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圖一睡

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

ポニーの引っ越し（円山公園）

＜Iるー・39登場 ロクロシ・ニコクラブ

あ
し
た
元
気
に
な
あ
れ
子
ど
も
た
ち
元
気
に
な
あ
れ

　

ロ
ク
ロ
シ
・
ニ
コ
ク
ラ
ブ
は
、

六
呂
師
に
住
む
仲
良
し
お
母
さ
ん

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
。
平
成
十
年
に

結
成
さ
れ
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は

九
人
で
す
。
「
み
ん
な
の
笑
顔
を

応
援
し
た
い
」
を
合
言
葉
に
、
普

段
は
都
会
に
住
む
親
せ
き
や
知
人

な
ど
に
季
節
の
野
菜
や
手
紙
な
ど

を
送
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
月
中
旬
に
は
、
六
呂
師

全
体
を
色
と
り
ど
り
の
て
る
て
る

坊
主
で
飾
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
雨
が
多
く
な
る
こ
の

時
期
、
外
で
遊
べ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
て
る
て
る
坊
主
を
見
て
明

る
い
気
持
ち
で
過
せ
る
よ
う
に
と

企
画
し
た
も
の
で
、
三
年
前
に
初

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
前
回
は
、
学
校
の
入
り
ロ
な

ど
に
約
二
百
六
十
個
の
て
る
て
る

坊
主
を
飾
り
付
け
ま
し
た
が
、
今

回
は
千
個
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
道
沿
い
や

各
家
庭
の
軒
先
な
ど
地
区
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
飾
ろ
う
と
思
つ
て
い

ま
す
」
と
会
員
の
皆

さ
ん
。

　

て
る
て
る
坊
主
は

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に

使
わ
れ
た
防
水
処
理

し
て
あ
る
赤
や
青
、

黄
色
の
布
な
ど
を
使

い
、
地
区
の
人
全
員

が
協
力
し
て
作
る
そ

う
で
す
。

　

会
員
の
長
谷
部
伊

津
子
さ
ん
は
「
将
来

の
目
標
は
〃
ろ
く
ろ

し
″
に
ち
な
ん
で
六

九
六
四
個
の
て
る
て

る
坊
主
を
飾
る
こ
と

で
す
。
み
ん
な
で
わ

い
わ
い
楽
し
ん
で
、

元
気
に
活
動
し
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ま
で
あ
と
少
し
。
会

員
の
皆
さ
ん
は
、
夜
遅
く
ま
で
、

準
備
や
打
ち
合
わ
せ
を
熱
心
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。

フックトーク

たいt

テーマ～一生懸命～

『
「
育
休
父
さ
ん
」
の

　
　
　
　
　

成
長
日
誌
』

　

テ
ー
マ
ニ
生
懸
命
″
の
二
回

目
は
『
「
育
休
父
さ
ん
」
の
成
長

日
誌
』
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
本

は
、
育
児
休
業
を
取
っ
た
六
人
の

お
父
さ
ん
の
経
験
談
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

会
社
な
ど
で
働
く
人
が
一
歳
に

満
た
な
い
子
ど
も
を
養
育
す
る
た

め
に
休
み
を
取
る
こ
と
の
で
き
る
、

法
律
が
施
行
さ
れ
て
九
年
が
経
ち

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
女
性
が
育

児
休
業
を
取
る
こ
と
は
、
珍
し
い

こ
と
で
は
な

く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
男

性
が
こ
の
休

み
を
取
る
と

な
る
と
話
は

別
の
よ
う
で

す
。
こ
こ
で

紹
介
さ
れ
て

い
る
父
親
た
ち
は
、
会
社
か
ら
思

い
と
ど
ま
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
り
、

ま
た
反
対
に
職
場
の
人
だ
ち
か
ら

応
援
さ
れ
た
り
と
周
囲
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
反
応
を
受
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
父

親
た
ち
は
育
児
休
業
を
取
る
だ
け

で
な
く
、
復
職
し
た
あ
と
も
保
育

園
の
送
迎
や
家
事
を
行
う
な
ど
一

生
懸
命
育
児
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

育
児
休
業
を
取
る
こ
と
は
、
各

家
庭
の
事
情
や
個
人
の
価
値
観
な

ど
で
、
賛
成
と
も
反
対
と
も
言
え

な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

こ
こ
に
登
場
す
る
本
で
紹
介
さ
れ

た
父
親
た
ち
は
「
仕
事
も
大
事
だ

が
、
長
い
人
生
の
中
で
0
歳
児
を

育
て
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
出

来
る
と
き
は
、
今
し
か
な
い
」
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
無
条
件
に

我
が
子
は
か
わ
い
い
」
と
い
う
こ

と
を
共
通
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
し
か
す
る
と
「
育
児
」
と
は

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
は
な
く
、

子
ど
も
と
共
に
一
生
懸
命
生
き
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「育休父さん」の成長日誌

朝日新聞社編集・発刊
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　冨扉！

　

市
内
中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
「
プ
エ
ン
テ
大
野
」
に
所
属
す

る
笹
嶋
賢
吾
君
、
竹
内
理
君
、
谷

昭
徳
君
、
前
田
泰
志
君
の
四
人
は

三
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
、
本
場
の

サ
ッ
カ
ー
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
力
の

向
上
と
、
来
年
開
催
さ
れ
る
サ
ッ

カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け

た
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
活
動
な
ど
を

兼
ね
た
県
の
国
際
親
善
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
の
中
学

生
代
表
二
十
人
の
中
に
プ
エ
ン
テ

大
野
か
ら
四
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

続
け
て
い
る
彼
ら
に
と
つ
て
ブ
ラ

ジ
ル
は
憧
れ
の
国
。
そ
こ

に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
つ
た
と
き
は
大
変
驚
い

た
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
中
学
選
抜
チ
ー

ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

た
谷
君
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
と

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
の
違
い

を
勉
強
し
て
こ
よ
う
」
と
、

ま
ず
思
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

選
手
た
ち
が
滞
在
し
た

の
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
。
笹
嶋
君
は

「
向
こ
う
は
南
半
球
に
あ

る
の
で
、
季
節
は
逆
。
到

着
し
た
と
き
は
夏
の
終
わ

り
こ
ろ
で
、
あ
ま
り
の
暑

さ
に
驚
き
ま
し
た
」

　

一
週
間
の
滞
在
期
間
中

に
、
練
習
試
合
を
五
試
合
行
い
、

成
績
は
I
勝
四
敗
で
し
た
。

　

最
初
の
試
合
に
一
対
○
で
勝
利

し
た
と
き
は
「
僕
た
ち
の
サ
ッ
カ

ー
で
も
通
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
み
ん
な
が
思
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
あ
と
に
対
戦
し
た

プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
選
手
を
集

め
た
強
豪
チ
ー
ム
に
は
全
て
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
は
、

足
や
ポ
ー
ル
さ
ば
き
な
ど
、
全
て

に
お
い
て
速
か
っ
た
」
と
竹
内
君
。

　

四
人
の
中
で
た
だ
一
人
得
点
し

た
前
田
君
は
「
ゴ
ー
ル
し
た
と
き

は
、
負
け
て
い
る
状
況
だ
っ
た
の

で
あ
ま
十
ソ
喜
ん
で
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
早
く
同
点
に
し
よ
う
と

そ
れ
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

試
合
以
外
で
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
に
あ
る
福
井
県
人
会
の
歓

迎
会
に
参
加
し
た
り
、
地
元
チ
ー

ム
の
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
た

り
と
、
現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流

も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
選
抜
チ
ー
ム
監
督
の
明
石

和
則
さ
ん
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
の
個
人
技
の
高
さ
に
、
大

変
驚
き
ま
し
た
。
対
戦
し
た
チ
ー

ム
の
中
に
は
、
お
金
を
も
ら
い
家

族
に
仕
送
り
を
し
て
い
る
選
手
も

い
ま
し
た
。
日
本
と
は
全
く
違
う

環
境
に
い
る
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

四
人
と
も
サ
ッ
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
マ
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
面
で
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
に
は
こ
れ
か
ら
も

大
野
を
代
表
す
る
選
手
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

四
人
の
将
来
の
夢
は
「
サ
ッ
カ

ー
に
関
係
し
た
仕
事
」
「
地
元
で

サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
し
た

い
」
「
二
〇
一
〇
年
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
出
場
」
「
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
」
と
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
六

月
か
ら
始
ま
る
全
日
本
ク
ラ
ブ
ユ

ー
ス
サ
ッ
カ
ー
（
1
5
歳
以
下
）
選
手

権
大
会
の
予
選
に
向
け
、
一
丸
と

な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

iぞ勉iぶT5珊答4弛様羽
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お
知
ら
せ

夏
の
赤
兎
山
登
山阪

谷
公
民
館

日
時
7
月
8
口
耳
午
前
7
㈲
～

集
合
場
所
阪
谷
公
民
館
（
予
定
）

対
象
市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

定
員
4
0
人

参
加
料
5
0
0
円

申
込
締
切
日
6
月
2
9
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
阪

　

谷
公
民
館
（
酋
6
7
．
1
1
1
1
）

あ
つ
ま
れ
ち
び
つ
こ

大
野
市
こ
ど
も
劇
場

日
時
6
月
2
3
日
輿
午
後
6
時
3
0

　

分
開
演

場
所
文
化
会
館

内
容
劇
団
チ
ヤ
ツ
プ
ス
公
演

　
　

「
ユ
ウ
タ
の
旅
」

入
場
料
3
0
0
円
（
3
歳
以
上
）

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

文
化
振
興
室
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
4
5
）



赤ちゅんポ二－が伸間入り

　

4月20日、六呂師高原にある円山公園のミニ

動物園でポ二一の赤ちゃんが産まれました。赤

ちゃんは白と黒のまだら模様の雄で、体高約l

mo母親にひったりとくっついて、園内を歩く

など元気な姿を見せていました。

運転免許の更新など便利に

　

県奥越運転者教育センタ一の落成式が4月20日

に行われ、23日から業務が始まりました。この施

設では、免許の更新や再交付、普通・自動二輪免

許の学科試験などの業務が行われます。

ポストさんありがとう

　

4月16日～22日の「郵便ポスト愛護週間」に

ちなんで、4月16日にいとよ保育園児が平成大

野屋前にあるポストの清掃を行いました。園児

たちはぞうきんを手に代わる代わるポストの汚

剌刄ぬく≒了。いまにブこ

；l：4任寄1，jの議故をなくそう

　

大野署管内でお年寄りの交通事故が増え続けてい

ることから、今年初めて高齢者を対象とした交通安

全市民大会が4月12日、文化会館で開かれました。

参加した約600人のお年寄りたちは、講話や寸劇

を通して交通安全への意識を高めていました。

山火圭防げ疸番さながら

　

大野地区消防本部は4月27日、下黒谷の黒谷

観音近くの山林で山火事を想定した防ぎょ訓練を

行いましたo訓練には消防署員21人が参加0署

員らは可搬式ポンプを担いで斜面を駆け上がるな

ど、機敏に行動していました。

勧賜拍世塵
似章｜広T昭祀「に6叫扁IE吻1414f66。‘｜リ‘｜



話箇回也場

回

旬の山菜に人だがり

　

七間朝市を盛り上げる恒例の「山菜フードピア」が

5月12・13日に行われましたo山々で収穫したばかり

のゼンマイやワラビ、ウドなどの新鮮な山菜がところ

狭しと並べられ、大勢の行楽客らでにぎわいました。

NPO（民間非営利団諒）の活動胎まる

　

農業団体として県内で初めてNPO法人の認証

を受けた「田んぼの学校越前大野」が、5月12

日から13日にかけ今年度最初のイベントを行い

ました。今回の内容は古代米の田植えや里山ハイ

キングなど。これから10月にかけて農業体験な

どを通したさまざまなイベントが行われます。

ニシキゴイお帰りなさい

　

4月16日、市内の養魚場で越冬していた約80

匹のニシキゴイが、新堀川に放流されました。

約5ヵ月ぶりに放されたコイは、水しぶきを上

げながら、元気いっぱいに泳いでいました。

身近な話題をお知らせください。

成長願いこいのぽりずらり

　

4月1ワ日、阪谷地区を流れる旅塚川に、約

60匹のこいのぼりが掲げられました。これは

「柿ヶ嶋ふれあい教室」メンバ一が平成9年か

ら続けているもので、今年で5回目。地区の

子どもたちの成長を願い、1匹ずつ丁寧に作

業が行われていました。



お
知
ら
せ

6月

届
け
出
が
必
要
で
す

建
物
の
新
築
や
売
買
な
ど

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一

日
現
在
（
課
税
の
基
準
日
）
に
所

有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
中
に
建
物
の
取
目
ソ
壊
し
や

新
増
築
、
売
買
、
贈
与
な
ど
を
し

て
未
登
記
の
場
合
は
、
必
ず
市
役

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、
継
続
し

て
課
税
さ
れ
た
り
、
何
年
分
も
さ

か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
税
務

　

課
資
産
税
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
2
5
）

．
粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

’
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
6
月
3
り
⑩
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
電
化
製
品
（
家
電
リ
サ

　

イ
ク
ル
の
対
象
と
な
る
テ
レ
ビ
、

　

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機

　

を
除
く
）
、
自
転
車
、
家
具
な

　

ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ
る
粗

　

大
ご
み
は
縦
7
0
？
、
横
7
0
？
程

　

度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
家
電
リ
サ

　

イ
ク
ル
対
象
品
、
タ
イ
ヤ
、
農

　

機
具
類
な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
1
2
0
）

水
防
訓
練
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　

市
役
所
総
務
履

　

市
で
は
、
河
川
の
増
水
に
よ
る

被
害
に
備
え
る
た
め
、
水
防
訓
練

を
行
い
ま
す
。

日
時
7
月
I
R
⑥
午
前
9
時
～

　

正
午

場
所
真
名
川
憩
い
の
島
多
目

　

的
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
務
課

　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
2
9
）

　
　

に
加
入
し
て
「
金

年
金
の
上
積
み
を

　
　
　
　
　

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、

自
営
業
の
人
な
ど
が
加
入
し
て
い

る
国
民
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
た
年

金
保
障
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

加
入
は
口
数
制
で
老
後
の
生
活

設
計
に
合
わ
せ
年
金
額
や
給
付
の

型
を
選
択
で
き
る
柔
軟
な
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
時
の
年
齢

に
よ
っ
て
掛
け
金
の
額
が
変
わ
目
ソ

ま
す
か
ら
若
い
う
ち
に
加
入
す
る

ほ
う
が
負
担
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

加
入
対
象
者
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未

　

満
の
第
1
号
被
保
険
者
で
、
自

　

営
業
、
農
林
漁
業
、
学
生
、
無

　

職
の
人

問
い
合
わ
せ
先
県
国
民
年
金
基

　

金
（
容
0
1
2
0
・
4
0
・
4
3

　

5
5
）

弔
慰
金
・
見
舞
金
の
支
給

　
　
　
　
　

市
役
所
福
祉
課

特
別
永
住
者
と
し
て
日
本
に
住

ん
で
い
る
元
軍
人
軍
属
な
ど
で
あ

っ
た
皆
さ
ん
に
弔
慰
金
・
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
平
成
1
2
年
7
月
7
日
以

　

後
の
公
務
傷
病
に
よ
り
次
の
各

　

項
目
に
該
当
す
る
人

　

①
昭
和
1
6
年
1
2
月
8
日
以
降
死

　
　

亡
し
た
人
の
遺
族

　

②
重
度
障
害
の
状
態
に
あ
る
戦

　
　

傷
病
者

　

③
平
成
1
3
年
3
月
3
1
日
以
前
に

　
　

死
亡
し
た
戦
傷
病
者
の
遺
族

支
給
内
容
右
記
の
①
ま
た
は
③

　

に
該
当
す
る
人
は
弔
慰
金
2
6

　

0
万
円
・
②
に
該
当
す
る
人
は

　

見
舞
金
な
ど
4
0
0
万
円

請
求
期
間
平
成
1
3
年
4
月
1
日

　

～
平
成
1
6
年
3
月
3
1
日

そ
の
他
恩
給
法
や
戦
傷
病
者
戦

　

没
者
遺
族
等
援
護
法
な
ど
の
給

　

付
を
受
け
た
人
が
い
る
場
合
は

　

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課
社
会
福

　

祉
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
7
1
）
・

－交通

安令

糾
r

雨
天
時
の
運
転

　

梅
雨
の
時
期
、
雨
が
降
る
日

は
視
界
が
悪
く
な
る
う
え
、
路

面
も
滑
り
や
す
い
な
ど
大
変
危

険
な
状
態
で
す
。
い
つ
も
よ
目
ソ

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
速
度
は
い
つ
も
よ
リ
控
え
め

　

に
。
ま
た
、
車
間
距
離
を
十

　

分
に
と
る
な
ど
、
慎
重
な
運

　

転
を

②
急
発
進
・
急
ハ
ン
ド
ル
・
急

　

ブ
レ
ー
キ
な
ど
は
、
横
転
や

　

横
滑
り
な
ど
を
起
こ
し
や
す

　

く
危
険
で
す
。
危
険
な
運
転

　

は
止
め
ま
し
ょ
う

③
線
路
や
道
路
工
事
の
現
場
な

　

ど
に
敷
か
れ
て
い
る
鉄
板
は
、

　

濡
れ
て
い
る
と
、
特
に
滑
目
ソ

　

や
す
く
な
り
ま
す
。
速
度
な

　

ど
に
注
意
し
、
ゆ
っ
く
り
と

　

通
過
し
ま
し
ょ
う

④
ワ
イ
パ
ー
は
常
に
整
備
し
て

　

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
油

　

膜
な
ど
で
前
面
ガ
ラ
ス
が
見

　

え
に
く
く
な
っ
て
い
る
場
合

　

は
、
洗
浄
液
な
ど
で
き
れ
い

　

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

車
で
歩
行
者
の
近
く
や
店
先

な
ど
を
通
る
と
き
は
、
泥
や
水

を
跳
ね
な
い
よ
う
に
速
度
を
落

と
す
な
ど
、
相
手
を
思
い
や
る

運
転
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。



●INFORMATION

平成13年度県政広聴員

校区 氏名 住所 電話

有終西 河原里美 水落町3－30 66・3552

有終南 小和田克己 下据43一1 65・7741

有終南 松原恵子 春日3一14－9 66・3442

有終東 中森紀子 中挟3丁目906 66・4619

小山 玉木郁夫 阿難祖地頭方38－45 65・4589

乾側 藤原幹昌 中丁7－2 66・2915

下庄 中村恵子 横枕22－32一4 65・4385

下庄 小池崇博 中野町1ー3－31 65・0747

富田 林郁恵 西勝原14－6 65・6836

蕨生 南部ふみ子 蕨生155－7 65・1904

森目 松田松美 新河原4－16 65・0795

阪谷・六呂師野口秀子 伏石23－30 67・1328

上庄 神田泰淳 今井15ー13 64・1104

ご
意
見
・
ご
提
案
を

　
　
　

県
政
広
聴
員
へ

県
県
民
相
談
室

　

県
で
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
左

の
表
の
と
お
リ
県
政
広
聴
員
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
県
政
に
対
す
る

身
近
な
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
、

な
ん
で
も
お
近
く
の
広
聴
員
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
県
広
報
課
県
民

　

相
談
室
（
豊
0
7
7
6
．
2
0
・

　

0
2
2
1
）

自
衛
官
の
募
集

防
衛
庁
人
事
教
育
局

採
用
予
定
職
種
2
等
陸
士
・
2

　

等
海
士
・
2
等
空
士

募
集
期
間

　

男
子
平
成
1
3
年
4
月
I
R
忌
）

　

～
平
成
1
4
年
3
月
3
1
R
⑥

　

女
子
平
成
1
3
年
8
月
6
R
面

　

～
平
成
1
3
年
9
月
7
巳
奪

応
募
資
格
満
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未

　

満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先
自
衛
隊
大
野
募

　

集
事
務
所
（
豊
6
5
・
6
3
2
5
）

市
役
所
総
務
課
（
豊
6
6
．
1
1

1
1
内
線
2
2
9
）

あ
つ
宝
ん
ど

　

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

機
械
設
備
の
点
検
整
備
と
館
内

の
特
殊
清
掃
の
た
め
3
日
間
臨
時

休
館
し
ま
す
。

休
館
日
6
月
1
8
り
鼎
～
卵
石
栄

　

ま
で
の
3
日
間

問
い
合
わ
せ
先
あ
つ
宝
ん
ど

　
　

（
豊
6
6
．
7
9
0
0
）

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

市
図
書
館

　

平
日
、
仕
事
な
ど
で
利
用
で
き

な
い
人
の
た
め
に
7
・
8
月
の
毎

週
金
曜
日
に
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

期
間
7
月
6
巳
奪
～
8
月
3
1
日

　

②
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

開
館
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
8

　

時
（
金
曜
日
以
外
は
こ
れ
ま
で

　

ど
お
十
ソ
の
開
館
時
間
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
酋

　

6
5
・
5
5
0
0
）

各
種
講
座
の
生
徒
募
集

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
ゴ
ス
ペ
ル
講
座

　

歌
う
の
が
大
好
き
な
人
、
大
声

を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ

た
い
人
、
ゴ
ス
ペ
ル
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
6
月
1
6
り
影
．
3
0
り
影

　

・
ワ
月
～
里
｝
回
恩
｝

　

8
月
4
日
影
・
1
8
貝
専
（
計

　

6
回
）
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

　

～
（
約
1
時
間
程
度
）

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
塚
本
千
鶴
さ
ん

定
員
2
0
人
（
先
着
順
）

受
講
料
無
料

申
込
締
切
日
6
月
‥
日
日
鼎

…
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　

植
木
鉢
の
寄
せ
植
え
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
マ
ス
タ
ー
し
、
夏
の
花
を
自

分
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日
時
6
月
3
0
巳
φ

　

午
前
1
0
時
～

場
所
S
F
V
生
産
農
場
（
上

　

五
条
方
区
）

講
師
建
石
正
治
さ
ん

定
員
2
0
人

受
講
料
2
0
0
0
円

申
込
締
切
日
6
月
2
2
り
廓

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
6
・

　

7
2
2
土

絵
画
展
を
開
催

絵
画
サ
ー
ク
ル
ぱ
れ
っ
と
会

　
　

「
第
2
2
回
ぱ
れ
っ
と
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
6
月
1
5
日
衝
～
1
6
日
影
午

　

前
9
時
～
午
後
8
時
？
6
月
□

　

日
回
午
前
9
時
～
午
後
5
時

会
場
市
産
業
文
化
展
示
館

問
い
合
わ
せ
先
九
里
剛
哉
さ
ん

　

（
豊
5
6
・
2
ワ
4
3
）

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー

日
時
6
月
か
ら
の
毎
月
第
2
水

　

曜
日
午
後
2
時
～
4
時

場
所
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市

　

役
所
生
活
環
境
課
内
）

対
象
者
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
し
て
い
る
人
で
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
の
初
心
者

定
員
毎
月
4
人
（
2
台
の
パ
ソ

　

コ
ン
を
交
代
で
使
用
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
n
｀
U
4
）

外
国
人
労
働
者
問
題

　
　
　
　
　

啓
発
月
間

大
野
公
共
職
業
安
定
所
｀

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
6
月
を

「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

と
定
め
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正

な
雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保
と
不

法
就
労
の
防
止
を
図
る
た
め
の
行

事
や
広
報
活
動
を
行
つ
で
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
外
国
人
労

働
者
の
適
正
な
雇
用
と
不
法
就
労

の
防
止
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
大
野
公
共
職
業

　

安
定
所
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）



″

I
’

7
8
）
サ
ク
ラ
マ
ス
漁
の
道
具

三
輪
進
さ
ん
（
本
町
）

　

本
町
の
三
輪
進
さ
ん
（
七
十
一
歳
）
の
宝

は
、
今
か
ら
約
五
十
年
前
に
使
っ
て
い
た
サ

ク
ラ
マ
ス
漁
の
網
と
、
取
っ
た
魚
を
持
ち
運

ぶ
た
め
に
使
っ
た
袋
で
す
。

　

サ
ク
ラ
マ
ス
は
サ
ケ
科
の
魚
で
、
体
長
6
0

？
ぐ
ら
い
ま
で
成
長
。
川
で
産
ま
れ
海
で
大

き
く
な
し
ソ
、
産
卵
の
た
め
に
再
び
産
ま
れ
た

川
に
戻
る
と
い
う
習
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
漁
で
は
、
投
網
と
刺
し
網
と
い
う
二

種
類
の
網
を
使
い
ま
す
。
投
網
は
川
の
中
に

投
げ
て
魚
を
取
る
網
で
、
「
瀬
張
り
」
と
呼

ば
れ
る
刺
し
網
は
、
川
の
中
で
広
げ
て
魚
を

浅
瀬
に
追
い
立
て
て
取
る
網
で
す
。
網
や
袋

は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
が
暴
れ
て
も
切
れ
な
い
よ

う
に
麻
糸
で
丈
夫
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

－
ニ
輪
さ
ん
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
漁
を
始
め
た

の
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
で
、
父
親
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
釣
り
な
ど
で
川
へ
遊

び
に
行
く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
三
輪
さ
ん

は
、
す
ぐ
に
夢
中
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
行
う
サ
ク
ラ
マ
ス

漁
は
、
多
い
と
き
は
一
日
に
百
匹
以
上
も
取

れ
ま
し
た
ね
。
四
月
下
旬
か
ら
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
痛
い
く
ら
い
水
が
冷
た
か

っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も
、

楽
し
く
て
楽
し
く
て
、
腰
ま
で
水
に
浸
か
っ

て
網
を
投
げ
て
い
ま
し
た
ね
」

　

戦
争
が
終
わ
り
九
頭
竜
川
の
開
発
が
始
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
サ
ク
ラ
マ
ス
の

数
が
少
な
く
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
漁
を
行

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

　
　

「
川
に
も
っ
と
水
が
あ
っ
て
、
き
れ
い
に

流
れ
て
い
た
こ
ろ
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。
今

は
ア
ユ
釣
り
に
よ
く
出
か
け
ま
す
が
、
川
に

ご
み
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す

ね
」
と
道
具
を
見
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11．792世帯 十11世帯

人口 40，469人 十5人

内訳
男 19，383人 十6人

女 21，086人 一1人

4月中の異動
転入 88人 出生 26人

転出 71人 死亡 31人

市内の交通事故状況（uヵヽecDit）

件数内訳
平成13年
4月末
平成12年
4月末

比較

総イ牛数 2ワ2件 233件 十39件

人身

事故

件数 52件 4ワ件 十5イ牛

死者 O人 O人 0人

傷者 72人 61人 十11人

物損事故 220件 186イ牛十34件

表
紙
の
こ
と
ば

　

小
学
校
の
社
会
科
学
習
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
i
の
見
学
。
こ
の
日
は

有
終
西
小
学
校
の
4
年
生
4
7
人

が
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。
山
積

み
と
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

空
き
瓶
、
段
ポ
ー
ル
な
ど
資
源

ご
み
を
目
の
前
に
行
わ
れ
た
説

明
に
、
み
ん
な
真
剣
な
表
情
で

聞
き
人
つ
て
い
ま
し
た

編
集
後
記

　

6
月
は
環
境
月
間
。
そ
れ
に
合

わ
せ
た
特
集
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

で
は
、
実
際
に
工
場
ま
で
取
材
に

行
つ
て
き
ま
し
た
。
普
段
な
か
な

か
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
へ

行
け
る
の
も
広
報
な
ら
で
は
。
家

電
製
品
が
一
つ
一
つ
手
で
分
解
さ

れ
て
い
く
様
子
を
見
な
が
ら
、
資

源
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
（
養
）

　

－厘X、、見1弓・

　
　

「
な
ん
と
い
う
麗
か

な
朝
だ
ら
う
よ
娘
た

ち
の
I
塊
が
み
ち
ば
た

で
た
ち
ば
な
し
を
し

て
ゐ
る
う
れ
し
さ
う

に
わ
ら
つ
て
ゐ
る
」
（
山

村
暮
鳥
「
朝
」
）
▼
六
月
の
印
象
を
き
い
た
ら
、

子
ど
も
ら
は
す
ぐ
に
「
衣
替
え
」
と
。
大
人
た

ち
は
あ
れ
こ
れ
即
答
で
き
な
い
、
成
人
に
な
っ

て
い
つ
し
か
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
季
節
感
で
あ

る
。
時
の
キ
ャ
ッ
チ
と
い
う
生
来
の
感
覚
を
歳

月
と
と
も
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
▼
衣
替
え
、

更
衣
と
も
書
く
。
昔
は
宮
中
の
節
会
で
、
陰
暦

四
月
と
十
月
朔
日
の
二
期
に
夏
物
と
冬
物
と
に

季
節
に
応
じ
て
更
（
あ
ら
た
）
め
た
。
江
戸
末

期
に
I
般
に
広
ま
り
、
陽
暦
で
は
夏
が
六
月
と

な
っ
た
が
、
十
月
は
季
語
で
「
後
の
更
衣
」
と

も
い
う
年
中
行
事
▼
余
談
だ
が
古
謡
・
催
馬
楽

の
曲
名
に
も
あ
り
、
ま
た
男
女
が
互
い
の
衣
服

を
交
換
し
て
着
合
う
と
い
う
少
し
エ
ッ
チ
な
意

味
合
い
も
あ
っ
た
。
今
は
生
徒
の
制
服
一
斉
衣

替
え
ぐ
ら
い
に
残
り
、
季
節
の
風
物
詩
と
化
し

た
風
習
だ
が
▼
殊
に
六
月
の
そ
れ
は
、
夏
来
リ

し
感
触
が
心
身
の
そ
う
快
感
を
覚
え
、
気
分
一

新
の
意
識
を
誘
う
。
と
も
あ
れ
肝
要
な
の
は
、

か
つ
て
こ
の
行
事
が
た
だ
単
に
服
飾
の
着
替
え

だ
け
に
限
ら
ず
、
イ
ン
テ
リ
ア
ま
で
合
切
を
模

様
替
え
し
て
、
生
活
環
境
の
チ
ェ
ン
ジ
を
期
し

た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
倣
い
た
い
▼
さ
て
、
新
世

紀
は
既
に
立
歩
し
て
い
る
。
自
然
破
壊
や
科
学

万
能
の
利
便
、
金
権
経
済
の
優
先
に
人
間
性
喪

失
と
い
っ
た
前
世
紀
の
旧
弊
晒
習
を
打
破
し

て
、
思
考
や
意
識
な
ど
を
刷
新
す
ぺ
き
と
き
。

衣
替
え
に
あ
た
リ
公
私
と
も
ど
も
に
心
機
一
転

「
一
渡
し
越
べ
き
日
な
り
衣
替
え
子
稿
」
（
武
）

発
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